
流域でつながる里山の有機農業の可能性

～つながりを、つなぐ。ゆうきハートネットの取組み～



白川町の概要

佐見地区

西白川地区

黒川地区

蘇原地区

坂ノ東村

総面積 23,789ha
森林 20,787ha（87.4%）
農地 862ha（ 3.6%）
宅地 271ha（ 1.1%）

その他  1,869ha（ 7.9%）

人口 6897人（2025年2月1日）
高齢化率岐阜県No.1（48.1%）



白川町の概要 白川茶・東濃桧

https://www.town.shirakawa.lg.jp/forms/linkopen/linkopen.aspx?type=topnews&id=638


和ごころ農園 
伊藤 和徳（1978年生まれ）

2児の父
2010年2月新規就農
無肥料自然栽培でお米・露地野菜を育てる
岐阜県有機農業アドバイザー

2014年
人生を変えちゃう深い農業体験を開始
2021年
里山のサウナ主宰
2023年
里山循環型茶業、「日々茶焙」立ち上げ

サウナ•スパプロフェッショナル
方眼ノートトレーナー
お祭りの余興委員長（2024年4月）
好きなお茶：三年晩茶

NPO法人ゆうきハートネット
副理事（事務局長）



半農半X研究所
塩見直紀さんが25年前に提唱

2003年に発刊

サラリーマン時代に読んで
人生を変えた本です



地に足をつけた暮らし

食

自然・環境健康

なぜ有機農業か？

有機農業で生きていきたい！



NPO法人ゆうきハートネットの成り立ち



一級河川木曽川流域図

位 置 図

水供給地域

・流域面積：9,100㎞2

（集水面積）

・幹川流路延長：木曽川 229km
長良川 166km
揖斐川 121km

・流域内人口：約190万人

・流域内市町村 ：岐阜市、大垣市、桑名市 等

・想定氾濫区域面積 ： 約 1,206 km2

・想定氾濫区域内人口 ： 約 260 万人

・想定氾濫区域内資産額 : 約 38 兆円

流域及び氾濫区域の諸元

木曽川 5,275km2

長良川 1,985km2

揖斐川 1,840km2

木曽川 約57万人
長良川 約86万人
揖斐川 約47万人

参考資料3-2

岐阜市、大垣市等 27市24町4村

上流の生産者は下流に暮らす人のことを想って、環境
を守りながら農産物を育て、下流に暮らす人は上流の

農産物を買い支える関係

流域で自給圏をつくりたい



NPO法人 ゆうきハートネットの成り立ち

流域自給というつながりを持つこと
＋

生き物へのまなざし。生き物がお米を育てている

共感を生んで仲間を呼び組織となり、
４つの事業が生まれる



NPO法人 ゆうきハートネットの成り立ち

平成１０年 有機農業の生産技術研鑽を目的として設立（任意団体）

平成１５年 有機稲作の学習と実践（共同で苗作りその後の情報交
換）民間稲作研究所方式

平成21年 有機農業推進法モデルタウン事業申請（ソフト＆ハ－ド）

消費者との交流を通じ、有機農業を志す若者を次第に受け入れる

平成２３年 NPO法人化
本格的に就農希望者の就農定住支援を開始

平成３０年 豊かな村づくり部門で総理大臣賞受賞

令和５年３月 オーガニックビレッジ宣言
（令和４年度〜６年度 有機農業産地づくり事業）



つながりを、つなぐ。

ゆうきハートネットのはじまりは
ひとつの小さなテーブルからでした。
仲間とともに語りあった未来のはなし。

有機農業という言葉がまだ浸透していなかった当時は
世の中に逆らう端くれ者とよばれていながらも
想いをともにするメンバーも次々と増え、
いつしか時代のまんなかに立っていました。

けれど今、私たちの目の前には大きな壁が立ちはだかっています。
大地は揺れ、風が吹き荒れ、
水があふれることが増えるようになりました。
これからの未来、里山と都市の分断が進めば
里山はなくなり、食べものが足りなくなるかもしれません。

ゆうきハートネットのVISION STORYゆうきハートネットのVISION STORY



今、私たちにできることはなんだろう。
日本では川の流域にそって生活が営まれているから
こそ、
上流に暮らす私たちと
下流に暮らすみなさんとで
お互いの手を取りあい、心を寄せあって
食、経済、体験や知恵を循環させていくことが
安心できる暮らしを続けていくことにつながると思
うのです。

田んぼにいるたくさんの小さな生き物。
畑でゆらめく色とりどりの草花。
山から湧きでるおいしい水。

当たり前に享受している自然の恵みが
当たり前じゃなくなってしまわないように、
子どもたちの世代へと残していきたい。

私たちが目指すのは、里山とまちが有機的につなが
り続ける世界。
今こそ手と手を取りあい、この輪をつなげよう。
わくわくする未来を、子どもたちへ手渡すために。



４つの事業

就農支援

体験交流

技術向上

販売促進

岐阜県
可茂農林事務所

白川町の有機農業実施体制

取り組みたい人の応援・サポート体制

（2010年〜）



郷蔵米生産組合（佐見地区）

➢ 平成元年から活動開始、組合員８名
➢ 名古屋市内の消費者グループとの契約

により、有機農業での水稲栽培を行う。
➢ 若手生産者による田んぼオーナー制度

も実施 棚田保全



流域自給を守る大豆畑トラスト（黒
川地区）

➢ 生産者１０名、会員約３００名
➢ 消費者が大豆畑５坪３，１５０円で投

資。日常管理を生産者に委託し、生産
した大豆を消費者に提供する。



はさ掛けトラスト

➢ 生産者８名、会員２０名
➢ はさ掛け米２０ｋｇ一口１４，０

００円で会員に販売。会員は田植
えや稲刈りなどの作業に協力する。

➢ わらはストローベイルハウスつく
りに活用される。



ゆうきハートネットの４つの事業



（１）技術向上のための事業

➢ 水稲の共同育苗
➢ 著名な農学者（宇根豊・橋本力男・中島紀

一）や実践者（稲葉光圀）を招いた講演会・
技術研修会の開催

➢ 先進地視察

会員・農家向け
の事業



（２）販売促進のための事業

➢ 「郷蔵米生産組合」「大豆畑トラスト」「はさ掛けトラスト」の
活動による販売先の確保

➢ オーガニックファーマーズ名古屋との連携
「オーガニックファーマーズ朝市村」等での販売

➢ 有機農産物を取り扱うスーパーとの提携（平成３０年度から）
ミニトマト・・里いも（共同）・秋冬にんじん（共同）・加工品
➢ 学校給食への提供（有機米の日／月２回）



（３）体験交流事業

➢ 「郷蔵米生産組合」「大豆畑トラスト」「はさ掛けトラスト」で行
う会員との交流イベント

➢ 足る知る財団の10回のイベント協力（小学生家族の種まき・田植
え・稲刈り・みそつくりなど）

➢ 地元小中学校での食育体験授業の実施（お米づくり、収穫体験）

「大豆畑トラス
ト」

東座一泊夏祭り

「はさ掛けトラスト」
田んぼの生き物調査



（３）体験交流事業

➢ オーガニックファーマース名
古屋と連携した有機農業体験
ツアーの開催

➢ 名古屋の飲食店と連携し、提
供した食材を使った料理を楽
しみながら生産者と交流する
「有機農業にふれる会」開催



（４）新規就農者の就農・移住支援事業
①受入窓口

➢ 県の就農相談会、移住相談会など
の出展、ＨＰでの研修生募集

➢ オーガニックファーマーズ名古屋
の就農相談窓口からの受入れ



（４）新規就農者の就農・移住支援事業
②就農研修体制

就農希望者が農業経営に必要な技術・知識及
び経営管理等について円滑に学ぶことができ
るよう、県に登録された指導者（あすなろ農
業塾長）の下で研修を受けられる制度

➢ ゆうきハートネット会員で有
機農業の塾長７名が登録

➢ これまでに１１名の有機農業
塾生を受け入れ

➢ 岐阜県有機農業アドバイザー4名

あすなろ農業塾（岐阜県独自の制度） JA・行政と協業



（４）新規就農者の就農・移住支援事業
②就農研修体制

平成２３年完成「くわ山結びの家」
（佐見地区）

平成３０年完成「黒川Ｍａｒｕｋｅ」
（黒川地区）

これまでに２０人の研修生を受入れ



会員の経営形態

➢少量多品目生産⇨野菜セット販売・朝市など

マルシェ・CSA（消費者と顔の見える関係重視）

➢中品目で量産⇨スーパー・トラスト納入

ex.ミニトマト、えだまめ・しいたけ・里芋（共同生産などで効率重視）

➢半農半X型⇨農林複合・起業

（原木椎茸・狩猟・きこり・堆肥生産・クラフトビールなど）



半農半X型

〜農と得意なこと・好きなことを組み合わせる〜

◆農園×アクティビティ×クラフトビール

暮らすファームSunpo（黒川）

◆農園×堆肥づくり（苗づくり）×堆肥の学校（コンサル）

五段農園（黒川）

◆農園×学校給食×いちご×林業

千空農園（佐見）



◆農園×本格洋菓子×料理

hokimoto （佐見）

◆農園×棚田保全×林業

田と山 （佐見）

◆農園×深い農体験×お茶畑の再生×サウナ

和ごころ農園（黒川）

半農半X型

〜農と得意なこと・好きなことを組み合わせる〜



三年番茶プロジェクト

耕作放棄された茶畑

間伐が進まない

健康志向の高まり

薪火焙煎の
三年番茶







中山間地農業の１つの可能性

小さな農業

社会的仕事
創造的仕事

×



地域貢献

➢ 消防団活動—30代で移住、全員入団

➢ 農地継承―高齢リタイアの農地を受け継ぐ、棚

田保全

➢ 伝統文化・行事継承（獅子舞・地歌舞伎・祭り囃子）

➢ 女性の活動（地域役員・起業・料理教室）



刊行書籍

40代の有機農家の実践レポート

・和ごころ農園

・暮らすファームSunpo

・五段農園

・田と山



白川町のみどり戦略
白川町有機の里づくり協議会



目指す姿

個々の農業から地域連携の有機農業へ



オーガニックビレッジ宣言



（ゆうきハートネットにとっての）

オーガニックビレッジ宣言の意味

農家が中心となって有機農業を推進
（ボランティアでは厳しい）
（行政がやってほしい仕事だなぁ）

行政の立場から、有機農業の推進もし
ていくという意思表示をしてもらえた
こと

＜課題＞
まち全体に浸透するほどの熱量はなし・・・
行政が当事者となってやってもらえない



①地域農業としての有機農業の可能性調査

②循環システムの構築

③新しいVISIONのPR・普及活動

白川町の有機農業を点から線へ、
そして面として盛り上げていくために

様々な関係者とつながりをもつ

エリアの発信

未利用資源と流通網でつなぐ



①地域農業としての有機農業の可能性調査

取組内容

持続可能な地域にするために、農業ができることを改
めて様々な組織と対話する。
有機農業の収益強化を図り、地域に還元する

・営農組織との有機農業のあり方調査

・食育推進事業

・収量向上のための事業

・加工品開発事業

・技術勉強会・講演会の開催



②循環システムの構築

３ 取組内容

資源循環と白川町内の不利な物流を改善することで小
さな農業を活性化させるための事業

・未利用資源の循環に関する事業

・流通システムの構築のための事業



新しいVISIONを共有することで、会員同士の連携を強
め、白川町内外へエリアの魅力を発信する事業

③新しいVISIONのPR・普及活動

３ 取組内容

・ビジョンストーリーとロゴづくり

・小農フェスの開催

・ホームページのリニューアル

・京都オーガニックEXPO出展



取組内容の報告



③新しいVISIONのPR・普及活動

エリアの発信



里山の風景、営み

川の上流〜下流のつながり

リングで循環をイメージ



















ホームページリニューアル

・オーガニックビレッジ宣言の紹介
・ゆうきハートネットの紹介も統合
・視察、研修のフォームを新設

https://shirakawa-yuuki.net



①地域農業としての有機農業の可能性調査

様々な関係者とつながりをもつ

・営農組合
・学校
・食、農に関心のある人
・技術を高めたい農家



営農組織との有機農業のあり方調査（2022）

法人営農組織と懇談会
（白川町黒川地区）

第１回 7月28日
第２回 12月14日
第３回 3月1日

課題
営農：担い手不足
ゆうき：フレキシブルな農地
の貸借（農地不足のため）

営農組織の方と一緒に有機栽培をする圃場の設置へ
前向きな動きとして今後とも情報共有を続ける



2023.6.28
みのる産業さんのご協力で
除草機実演会



営農組織とゆうきハートネットのメンバーで水稲勉強会
（8/31  白川町黒川地区）

（公財）自然農法国際研究センター



営農組織とゆうきハートネットが円卓に座って、建設的
な対話ができる素地ができた

土地を荒らしたくない想いの強い地元の方と寄り添える
取組みの模索がスタート

営農組合が管理している田んぼの一部を有機栽培へ転換
の可能性が出てきた

ゆっくり、いそげ



2025.2.5

大雪予報が出る中、
名古屋からの来場者もあり
50名の会に

・食は人をつなげる
・食がすべてを教えて
くれる



②循環システムの構築

未利用資源と流通網でつなぐ



町内流通システム構築

１．事業設定の背景
２０２５年問題ふくむ物流コストの値上がり傾向に対して、
自前で安価な物流システムを持てないか検討する

２．検証内容
・専門家の選定
・生産者ヒアリング
・ルート作成と概算コスト算出
・実証試験

農家
（佐見地
区）

農家
（黒川地区）

給食センター

共同出荷の荷渡し所

直売所

堆肥場

豆腐屋①（おから）

豆腐屋②（おから）

流通業者にお願いするには利用者が少なく、事業化が厳しい

（冬場の物流が無くなるなど）

公共交通・道の駅との連携を模索



新たな連携〜まちの変化〜

白川町有機の里づくり協議会
ゆうきハートネット

移住交流
サポートセンター

白川ワークドット
協同組合

仕事斡旋・キャリア教育移住施策・グリンツー他

有機農業・つながりのハブ

みんなの想いが活きる・つながる・広がる
まちを目指す（オーガニックビレッジ構想）



つながりが、つながってきた

Before After

学校 営農組合 公共交通・道の駅



ご清聴ありがとうございました
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